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1936年 7月に軍事クーデタが勃発するまでの 5年間は「改革の 2年間」と、急
進党・CEDA がそれまでの改革路線に歯止めをかけた、左翼にとっての「暗黒












































本章の第 1 節では、1880 年代から 20 世紀初頭にかけてのアンダルシアの階


































































覚されるなか、1933年 6月、コルドバ県の FNTTは農業ストの指導権を CNT
から奪い取った。第 2節では、「暗黒の 2年間」の到来を待つまでもなく観察さ











の CNT のいっそうの弱体化を招いた 1933 年 12 月の武装蜂起のありさまが再
現される。 
 
























































第 9 章：ヘレスからバーサへ／アンダルシアの FAI 派と「アンチ・サル
ボチェア」たち	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 本章では、20世紀の初頭から内戦が終わるまでの間の、アンダルシアにおけ
る「純粋」アナキストとサンディカリストの対立・抗争を包括的に展望する。









































「直接行動」の原則を旨とする CNT の存立の根拠そのものが、1950 年代に秘
密裡に発足し、独裁との対話を厭わない CCOO（労働者委員会）の「新しい組
合文化」の台頭により大きく損なわれてしまう。また、カサス・ビエハスの改
称に象徴されるように、1930 年代の「記憶」も封印された。「兄弟殺し」の悪
夢が再現される事態への恐れから、「忘却の契約」の美名のもとに、「記憶」の
呼び戻しは 1975年にフランコ独裁が消滅してからも忌避され続ける。第 2節で
は、リベルテール的なアンダルシアがその活力をほぼ完全に喪失するまでの流
れを跡づける。 
